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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在: 核。ペルオキシソーム増殖因子活性化受容体アルファ (PPARA) ホモサピエンスのペルオキシソーム増殖因子には、高脂血症薬、除草剤、ロイコトリエン拮抗薬、可塑剤が含まれます。この用語は、これらの物質がペルオキシソームのサイズと数の増加を誘導することに由来しています。ペルオキシソームは、植物や動物に見られる細胞内小器官で、呼吸やコレステロールおよび脂質の代謝に必要な酵素を含んでいます。ペルオキシソーム増殖因子の作用は、ステロイドホルモン受容体スーパーファミリーに属する PPAR と呼ばれる特定の受容体を介して行われると考えられています。PPAR は、細胞増殖、細胞分化、免疫反応や炎症反応に関与する標的遺伝子の発現に影響します。密接に関連した 3 つのサブタイプ (アルファ、ベータ/デルタ、ガンマ) が特定されています。この遺伝子は、核内転写因子であるサブタイプ PPAR アルファをコードしています。この遺伝子には複数の選択的スプライシング転写変異体が記載されている。
	研究分野
	-
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	HepG2細胞ライセートのウェスタンブロット解析（PPARαウサギmAb使用）。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG抗体を使用した。

